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学校関係者評価報告書 

 

学校法人穴吹学園 専門学校穴吹コンピュータカレッジ 学校関係者評価委員会は、令和６年度学校自己評

価に基づく学校関係者評価を実施致しましたので、ご報告致します。 

                                     令和７年１０月７日 

学校法人穴吹学園 専門学校穴吹コンピュータカレッジ 

学校関係者評価委員会 

 

１．学校関係者評価の目的 

より実践的な職業教育の質を確保するため、教育活動の観察や意見交換等を通じて専門学校穴吹コンピ

ュータカレッジの自己評価の結果を評価することを目的とした委員会を置く。 

委員会は、専門学校穴吹コンピュータカレッジが行った教育活動及び学校運営の状況についての自己評

価の結果を踏まえた本校の評価を行い、その結果を校長に報告する。 

 

２．学校関係者評価委員会  

（委員） 

渡邉 浩司  香川県立高松東高等学校校長 

 尾本 昭宣  株式会社穴吹カレッジサービス ソフト開発事業部 

 田中 雅子  株式会社たかせんテレコム 業務部 

 島  薫   本校卒業生 

 内海 恭子  本校在校生保護者 

  

 （学校教職員） 

 鏡原 寿吉  専門学校穴吹コンピュータカレッジ 校長 

 壽福 英尚  専門学校穴吹コンピュータカレッジ 副校長 

 榎本 靖之  専門学校穴吹コンピュータカレッジ 教務次長 

  

３．学校関係者評価委員会実施日時 

 開催日時 令和７年１０月７日（火）１４：００～１６：００ 

 開催場所 学校法人穴吹学園 専門学校穴吹コンピュータカレッジ ２０１教室 

 

４．自己評価結果の説明･報告（自己評価報告書参照） 

当校の｢教育理念｣、｢目的｣及び｢令和６年度の目標と計画｣について説明。各自己評価項目について｢評価

結果（総括）｣、と｢取組状況とその分析｣、｢今後の改善方策等｣について報告。書式は、香川県版一般社

団法人香川県専修学校各種学校連合会様式にて実施。   

各評価項目について、「A」十分である 「B」おおむね十分である 「C」やや不十分である 「D」不

十分である の４段階にて評価。 

 

 



 

５．副校長より本校を取り巻く状況について説明（自己評価報告書より） 

・学校運営(評価 A) 

令和 5 年度から学内業務について、ワークフローシステムを導入し申請書・報告書・勤務カードが 

電子化し、ペーパーレス化を進めている。次は AI 使用におけるガイドラインを策定し、業務の効率 

上げる。 

 

・教育活動(評価 A) 

   教育課程編成委員会を年２回開催し、カリキュラムの改訂、改善を行っている。 

学生へのキャリア教育を充実させるため、教職員向けにキャリアサポーター養成講座を実施し、様々

なアプローチから学生が前向きにキャリアを捉えていけるようにしていく。 

   教育の質保証として、前期、後期に学生の授業評価アンケートを実施し、アンケート結果を教員に

フィードバックすることで学生ニーズに即した授業の改善に繋げている。さらに穴吹教育総合研究

所よる教員の授業モニターにより、そこから見える改善点を教員にフィードバックをすることで教

授力の向上を高めている。 

   教員の能力向上および時代に即した教授内容の提供を目的に、年間 15 時間以上の研修を受講できる

ように学園として取り組んでいる。 

県内の他の専修学校・各種学校と協力、連携した教育はできていないが、企業や行政とは様々な連携

をしており、「せとうちみらい共創プロジェクト」においては、学校・学科の枠を超えた授

業外活動を行い、地域の課題解決やボランティアの実施、異文化交流の取り組みなどを通

し、学生の自主性やリーダーシップの育成を行っている。  

 

 ・学修成果(評価 A) 

  関係業界への就職については教務とキャリアセンターが協力し、業界就職率向上に努めている。 

   令和 6 年度業界就職率は 96%（昨年 92％）となっており、方向転換させることなく専門職に就職 

させることが出来ている。 

 

・学習支援(評価 A) 

令和 5 年度から学生相談の窓口として校内カウンセラーを設置し、個別面談を通して学生が抱え 

ている悩みに対してヒアリングできる体制を整えている。さらに令和 6 年度には学生の保護者や教 

員にもカウンセリングの幅を広げている。 

Hyper－QU アンケートによる支援が必要な学生を事前に把握し、アンケート結果は学生指導の参 

考資料として、学生が充実した学校生活が送れる体制づくりに努めている。 

保護者総会、保護者支部会を毎年実施し、保護者とのコミュニケーションを図っている。 

卒業生への支援体制ができていない為、アンケート調査等、卒業生のニーズを把握した上での改善 

が必要である。（国試の不合格者を対象とした研修を行っている学校もある為、参考にしたい。） 

 

・教育環境(評価 A) 

   コロナ前と同様に優秀生海外研修や各種海外研修を実施できるようになった。 

   令和 8 年度から校舎が移転することで JR、ことでん、バスターミナルから近くなるため、利便性の 

向上、さらに改装後の校舎のため教育環境の充実が期待できる。 



 

・学生募集と受入れ(評価 A) 

   社会人の学びなおしを目的に企業ビジネス学科が教育訓練給付金制度の認定を受けている。 

 

・財務(評価 A) 

   黒字経営、健全な運営が出来ている。 

 

 ・法令等の遵守(評価 A) 

   特に問題なし。 

 

・社会貢献・地域貢献(評価 A) 

  通常の出前授業以外に、文科省事業である「専門学校と高等学校との有機的連携プログラム開発と 

実証事業」において県下８つの高校と連携し、「総合的な探求の授業」で指導、助言を行っている。 

さらに、高松マイロード、高松クリーンデーに参加し、ボランティア精神を養っている。 

 

・総括(評価 A) 

  学校評価の目的に沿って自己評価を行い、学外の学校関係者による委員会を経て、評価を公開して 

いる。 

 

自己評価結果(評価 A) 

 ＜令和６年度目標＞ 

入学者 57 名に対し 30 名のため、目標未達成 

退学率 3％未満に対し 3.1％のため、目標未達成 

C1 企業内定率 40％に対し 48.9％のため、目標達成 

 

＜令和７年目標＞ 

入学目標 57 名 

退学率 3％未満 

就職希望者 2 月末までに内定率 100％達成  

 

６．添付資料について説明 

①自己評価報告書について 

本校自身で行った自己評価について外部委員の皆様から意見をいただきたい。 

コンピュータカレッジの評価は「A」であった。 

 ②産学連携および検定、就職実績報告について 

 ③保護者アンケート結果について 

 ④単位制移行および学校再編について  

 

 

 



 

７．外部委員より意見・質問 

 ①渡邉委員 

  自己評価の評価項目について見直しが必要と思われる。 

  学生から教職員の評価だけでなく、教職員による学校評価も必要ではないか。 

   →近いうちに第三者評価に移行する可能性が高く、それに伴い評価項目も見直され、さらに厳しい 

視点で評価が行われることになると思われる。 

教職員による学校評価については、高等学校が実施している内容を参考に検討したいと思う。 

 

②尾本委員 

昨年度同様に募集目標と入学者数が大きく減少したことについて、募集活動において何か取り組みは 

していますか？ 

 →オープンキャンパスでの卒業生スペシャル企画や季節感のあるイベントの実施、さらに香川県警 

から委嘱されているサイバー防犯ボランティアや善通寺市（ZEN キューブ）との連携による小中 

学生を対象としたプログラミング教育の展開等を通じて、IT に特化した専門学校であることを積 

極的に PR している。 

 

③田中委員 

採用活動および新入社員の離職率などから企業と学生とのミスマッチが多くなっているように感じ 

る。就職活動において単願制の見直しが必要な時期にきているのではないか？ 

   →単願は県内の企業に限ってのことであり、県外は併願制である。また、企業セミナーや会社訪問 

は同時進行で複数行ってもらっても構わない。そうした企業研究を経て、就職試験は優先順位を 

つけて受験してもらっている。 

香川県内の企業からすると大学生と違って必ず内定先に就職してくれる穴吹の単願制は人材確保 

の点から評価しているとの声も複数寄せられている。 

 

④島委員 

  自己評価結果は単年で記載するのではなく、改善等の経過が分かるよう複数年で記載すべきではない 

か？ 

 →現状のフォーマットによる対応は難しい。ただし、複数年に渡って改善されていない点検項目に 

ついては、改善が難しい原因について報告し、外部委員の方が理解しやすいように努めたいと思 

う。 

   

 

貴重なご意見を賜り誠にありがとうございました。これからも皆様のご期待に添えますよう、教職員一

同、日々努力して参りますのでよろしくお願い申し上げます。 

以上 


